
      
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

九
月
十
七
日
（
木
）
第
九
一
八
回 

◇
・
講
師 

藤
本 

定
明 
 

 

（
一
社
）
倫
理
研
究
所 

法
人
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
株
）
ゲ
ン
キ
の
平
和
堂 

取
締
役
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ｓ 

 
 

 

◇
・
テ
ー
マ 

「
白
い
カ
ラ
ス
と
隣
の
女
房
」 

 
 

 

昭
和
四
十
三
年
に
電
化
製
品
の
販
売
で
独
立
。
物
事
を
人
に
伝
え
る
の
は 

難
し
い
。
伝
え
る
の
が
大
事
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
に
相
手
に
伝
わ
っ
た
か
が 

大
切
で
あ
る
。
木
の
剪
定
を
頼
ん
だ
は
ず
な
の
に
、
根
元
か
ら
伐
採
さ
れ
た
経 

験
が
あ
る
。
三
十
年
前
に
滝
口
長
太
郎
氏
と
出
会
い
、
「
大
自
然
に
沿
っ
た
経

営
を
守
れ
ば
幸
せ
に
な
り
、
外
れ
る
と
不
幸
に
な
る
」
こ
れ
は
絶
対
で
あ
る
事 

を
教
わ
る
。
倫
理
法
人
会
に
入
会
し
、
す
ぐ
に
倫
理
指
導
を
受
け
た
。
お
金
を

払
う
時
に
は
感
謝
し
て
、
き
れ
い
に
支
払
う
事
。
指
導
を
受
け
る
心
構
え
は 

「
そ
う
だ
よ
ね
」
と
実
践
す
る
こ
と
で
あ
る
。
倫
理
は
夫
婦
道
か
ら
き
て
い
る
。 

お
金
を
貸
す
条
件
は
、
①
夫
婦
仲
が
良
い
か 

②
子
供
が
ぐ
れ
て
い
な
い
か 

 
 

 
 

 
 

③
玄
関
先
が
き
れ
い
か 

で
あ
る
。
何
事
も
妻
に
相
談
し
て
い 

 
 

 
 

 
 

ま
す
か
？
妻
が
進
め
る
事
に
大
失
敗
は
な
い
。
妻
の
話
に
ハ
イ 

 
 

 
 

 
 

と
言
う
こ
と
。
身
内
が
賛
成
で
き
な
い
こ
と
に
他
人
が
協
力
す 

 
 

 
 

 
 

る
わ
け
が
な
い
。
自
然
の
法
則
に
従
え
ば
幸
せ
に
な
れ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

遠
藤 

広
伸 

記 
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九
月
二
十
四
日
（
木
）
第
九
一
九
回 

◇
・
講
師 

久
慈 

須
美
子 

 
 

 
 

埼
玉
県
倫
理
法
人
会 

副
会
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
株
）
マ
イ
カ
ー
三
喜 

代
表
取
締
役 

 
 

 
 

 
 

◇ 

・
テ
ー
マ 

「
人
生
神
劇
」 

 
 

 

昭
和
二
十
年
、
東
京
の
大
塚
に
五
人
兄
弟
の
末
っ
子
と
し
て
生
ま
れ
る
。 

 

昭
和
四
十
五
年
に
結
婚
。
二
人
の
男
子
を
授
か
る
。
昭
和
四
十
八
年
、
脱
サ
ラ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
夫
と
と
も
に
朝
霞
市
に
中
古
車
セ
ン
タ
ー
を
開
業
す
る
。
そ
し
て
人
生
最
大 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
試
練
が
訪
れ
る
。
昭
和
五
十
年
に
夫
が
亡
く
な
る
。
二
人
の
子
供
を
抱
え
て 

そ
の
子
供
た
ち
の
た
め
に
懸
命
に
生
活
し
た
。
あ
る
と
き
次
男
に
「
死
に
た
い 

と
思
っ
た
事
は
あ
る
？
」
と
聞
か
れ
「
思
っ
た
事
は
あ
る
が
結
婚
し
、
子
供
た 

ち
が
生
ま
れ
た
時
は
生
き
て
い
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
た
よ
」
と
伝
え
た
。
平
成 

二
十
年
、
倫
理
法
人
会
に
入
会
し
、
ど
ん
ど
ん
倫
理
に
は
ま
り
、
沢
山
の
人
と 

 
 

 
 

 
 

出
会
い
、
世
界
が
広
が
っ
た
。
笑
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
仕
事 

 
 

 
 

 
 

も
倫
理
も
遊
び
も
全
て
一
生
懸
命
。
倫
理
は
わ
が
ま
ま
を
取
る 

 
 

 
 

 
 

こ
と
で
す
。
お
互
い
実
践
し
て
、
ず
っ
と
勉
強
し
て
い
き
ま 

 
 

 
 

 
 

し
ょ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
井 

直
人 

記 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

九
月
三
日(

木
）
第
九
一
六
回 

◇
・
講
師 

清
水 

良
朗 

 
 

 

埼
玉
県
倫
理
法
人
会 

相
談
役 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
株
）
鯉
平 

代
表
取
締
役 

◇
・
テ
ー
マ
「
宗
教
の
話
を
し
よ
う
！
？
」 

  

倫
理
を
正
し
く
学
ぶ
た
め
に
宗
教
と
の
違
い
を
理
解
し
て
ほ
し
い
。
丸
山 

敏
雄
創
始
者
は
教
職
に
就
い
て
お
り
、
当
時
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
学
生
に
国
体 

（
天
皇
を
中
心
と
し
た
秩
序
）
が
伝
わ
ら
な
い
の
は
な
ぜ
か
と
考
え
、
復
学 

し
て
学
び
、
自
ら
も
ひ
と
の
み
ち
教
団
（
後
の
Ｐ
Ｌ
教
）
に
入
信
す
る
。
百 

万
人
の
信
者
が
戦
争
に
反
対
し
た
た
め
、
創
始
者
も
検
挙
、
投
獄
さ
れ
る
。 

戦
後
、
教
団
は
復
活
す
る
が
宗
教
で
は
幸
せ
に
な
れ
な
い
、
生
活
の
実
践
に 

よ
り
人
は
幸
せ
に
な
れ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
る
。
宗
教
で
は
個
人
と
神
が 

直
接
契
約
を
交
わ
す
。
個
人
と
神
の
間
に
親
を
通
す
の
が
倫
理
の
考
え
方
で 

 
 

 
 

 
 

 

あ
る
。
宗
教
で
は
現
世
が
不
幸
で
も
死
後
は
救
わ
れ
る
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

説
い
た
。
新
し
い
宗
教
で
は
現
世
で
も
幸
せ
に
な
っ
て 

 
 

 
 

 
 

 

よ
い
と
説
い
た
。
輝
か
し
い
一
生
を
生
き
て
、
死
ん
だ
時 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

皆
は
泣
い
て
い
る
。
自
分
は
笑
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
ふ
う 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
生
き
た
い
も
の
で
す
。 

 
 

 

大
井 

直
人 

記 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

九
月
十
日
（
木
）
第
九
一
七
回 

◇
・
講
師 

新
井 

美
智
子 

     

狭
山
市
倫
理
法
人
会 

幹
事 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ジ
ャ
パ
ン
ト
ー
タ
ル
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
シ
ス
テ
ム
（
株
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

取
締
役
社
長 

◇
・
テ
ー
マ 

「
活
力
朝
礼
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
し
て
」  

 
 

 

十
九
年
前
、
飯
能
市
倫
理
法
人
会
に
入
会
す
る
。
会
社
で
も
始
業
一
時
間
前 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

か
ら
清
掃
を
す
る
。
社
員
か
ら
嫌
味
を
言
わ
れ
た
り
も
し
た
が
、
継
続
し
て 

い
く
う
ち
に
社
員
の
気
持
ち
も
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
今
で
は
数
名
の
社
員
と 

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
に
出
席
し
て
い
る
。
朝
礼
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
す
る 

こ
と
に
な
り
、
な
か
ば
強
引
に
練
習
を
始
め
た
が
、
社
員
は
や
ら
さ
れ
て
い 

る
状
態
だ
っ
た
。
そ
の
時
は
自
分
の
傲
慢
さ
愚
か
さ
に
気
が
つ
か
な
か
っ
た
。 

社
員
の
一
人
が
「
も
う
や
り
ま
せ
ん
」
と
言
っ
て
き
た
。
自
分
の
心
を
入
れ 

替
え
、
自
分
を
変
え
る
と
、
そ
の
社
員
が
「
早
朝
練
習
し
ま
せ
ん
か
」
と 

提
案
し
て
き
た
。
コ
ン
ク
ー
ル
を
通
し
て
自
分
が
成
長
で
き
た
。
当
日
は 

舞
台
上
で
一
体
感
を
感
じ
る
事
が
で
き
、
最
優
秀
賞
を
頂
い
た
。
良
い
こ
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

も
悪
い
こ
と
も
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に 
 

 
 

 
 

 
 

 

な
っ
た
こ
と
に
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
井 

直
人 
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